
JP 6059245 B2 2017.1.11

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
家具枠体（３）に取り付けられる枠体レール（４）と、
  引出し（２）に取り付けられる引出しレール（５）と、
  前記枠体レール（４）と前記引出しレール（５）との間で移動可能に取り付けられる中
央レール（６）とを含んだ引出し（２）用の延出ガイド（１）であって、
少なくとも一つの回転体（８、９）を有する少なくとも一つの走行運搬具（７）が、少な
くとも前記中央レール（６）と前記引出しレール（５）との間に移動可能に取り付けられ
ており、
前記少なくとも一つの回転体（８、９）は、前記中央レール（６）の少なくとも一つの支
持部材（１０、１１）上を走行するものであり、
前記２つの支持部材（１０、１１）は前記中央レール（６）上に別体の構造ユニットとし
て配置されており、
前記少なくとも一つの支持部材（１０，１１）は、引出し後壁（１２）付近に配置された
、前記中央レール（６）の後方部分領域（Ｔ）上でのみ、長手方向（Ｌ）に延びており、
前記中央レール（６）の断面は略Ｕ形状であり、本延出ガイド（１）の使用位置では、前
記略Ｕ形状の部分は２つの垂直脚部（１４、１５）、および前記２つの垂直脚部（１４、
１５）同士を接続する水平バー（１６）を含んでおり、前記２つの支持部材（１０、１１
）の一方は、前記２つの垂直脚部（１４、１５）の一方に配置されており、前記２つの支
持部材（１０、１１）の他方は、前記２つの垂直脚部（１４、１５）の他方に配置されて



(2) JP 6059245 B2 2017.1.11

10

20

30

40

50

いることを特徴とする延出ガイド。
【請求項２】
  前記少なくとも一つの走行運搬具（７）は、本延出ガイド（１）の使用位置において、
前記少なくとも一つの支持部材（１０、１１）の下側で、前記少なくとも一つの回転体（
８、９）と係合し、前記中央レール（６）から持ち上がって外れるのが防止されることを
特徴とする請求項１記載の延出ガイド。
【請求項３】
  少なくとも一つの接触脚部（２３，２４）が、前記引出しレール（５）上に配置され、
  該引出しレール（５）は、本延出ガイド（１）の使用位置において、前記少なくとも一
つの走行運搬具（７）に配置された少なくとも一つの回転体（８、９）の下側で、前記少
なくとも一つの走行運搬具（７）から持ち上がって外れるのが防止されるように、前記少
なくとも一つの接触脚部（２３、２４）と係合することを特徴とする請求項１または２記
載の延出ガイド。
【請求項４】
前記少なくとも一つの支持部材は、前記中央レール（６）の長手方向（Ｌ）で少なくとも
部分的に延びていることを特徴とする請求項１から３のいずれかに記載の延出ガイド（１
）。
【請求項５】
前記少なくとも一つの支持部材（１０、１１）は、前記中央レール（６）の部分領域（Ｔ
）のみで前記長手方向（Ｌ）に延びていることを特徴とする請求項４に記載の延出ガイド
（１）。
【請求項６】
前記少なくとも一つの支持部材（１０、１１）は、前記中央レール（６）の一部領域（Ｔ
）でのみ、２０％から６０％の間で長手方向（Ｌ）に延びていることを特徴とする請求項
１から５のいずれかに記載の延出ガイド（１）。
【請求項７】
前記少なくとも一つの支持部材（１０、１１）は、前記中央レール（６）の一部領域（Ｔ
）でのみ、３０％から４０％の間で長手方向（Ｌ）に延びていることを特徴とする請求項
１から５のいずれかに記載の延出ガイド（１）。
【請求項８】
前記少なくとも一つの支持部材（１０、１１）は、前記中央レール（６）の長手方向（Ｌ
）において、前記少なくとも一つの回転体（８、９）の運動を制限する少なくとも一つの
迫出部（１３）を含んでいることを特徴とする請求項１から７のいずれかに記載の延出ガ
イド（１）
【請求項９】
前記少なくとも一つの支持部材（１０、１１）は、前記中央レール（６）の水平中央面（
Ｍ）の上方に配置されており、前記水平中央面は本延出ガイド（１）の使用位置で概念的
なものであることを特徴とする請求項１から８のいずれかに記載の延出ガイド（１）。
【請求項１０】
前記少なくとも一つの支持部材（１０、１１）は、前記中央レール（６）の水平中央面（
Ｍ）の上方に完全に配置されており、前記水平中央面は本延出ガイド（１）の使用位置で
概念的なものであることを特徴とする請求項１から８のいずれかに記載の延出ガイド（１
）。
【請求項１１】
前記少なくとも一つの支持部材（１０、１１）は、少なくとも部分的に金属製であること
を特徴とする請求項１から１０のいずれかに記載の延出ガイド（１）。
【請求項１２】
前記少なくとも一つの支持部材（１０、１１）は、全体的に金属製であることを特徴とす
る請求項１から１０のいずれかに記載の延出ガイド（１）。
【請求項１３】
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前記少なくとも一つの支持部材（１０、１１）は、前記中央レール（６）に溶接されてい
ることを特徴とする請求項１から１２のいずれかに記載の延出ガイド（１）。
【請求項１４】
前記少なくとも一つの支持部材（１０、１１）は、1つの部材から構成されていることを
特徴とする請求項１から１３のいずれかに記載の延出ガイド（１）。
【請求項１５】
前記中央レール（６）の断面は略Ｕ形状であり、本延出ガイド（１）の使用位置では、前
記略Ｕ形状の部分は２つの垂直脚部（１４、１５）、および該２つの垂直脚部（１４、１
５）同士を接続する水平バー（１６）を含んでいることを特徴とする請求項１から１４の
いずれかに記載の延出ガイド（１）
【請求項１６】
前記２つの垂直脚部（１４、１５）と前記水平バー（１６）の間の折り曲がり縁部は、８
０°から１００°の間の角度（α、β）を含んでいることを特徴とする請求項１５記載の
延出ガイド（１）。
【請求項１７】
前記少なくとも一つの支持部材（１０、１１）の断面は略Ｌ形状であることを特徴とする
請求項１から１６のいずれかに記載の延出ガイド（１）。
【請求項１８】
  前記中央レール（６）の断面は略Ｕ形状であり、本延出ガイド（１）の使用位置では、
前記略Ｕ形状の部分は２つの垂直脚部（１４、１５）と、該２つの垂直脚部（１４、１５
）同士を接続する水平バー（１６）とを含んでおり、
  前記略Ｌ形状の部分の第１の肢部（１７、１８）は前記垂直脚部（１４、１５）に当接
し、前記略Ｌ形状の部分の第２の肢部（１９、２０）は、前記垂直脚部（１４、１５）に
略垂直に配向していることを特徴とする請求項１７記載の延出ガイド（１）。
【請求項１９】
前記少なくとも一つの支持部材（１０、１１）は、前記中央レール（６）の長手方向（Ｌ
）に延びており、
前記少なくとも一つの回転体（８、９）は、本延出ガイド（１）の使用位置において下方
に向けられている、前記中央レール（６）の前記少なくとも２つの支持部材（１０、１１
）の前記第２の肢部（１９、２０）の側面（２１、２２）の上を走行することを特徴とす
る請求項１８記載の延出ガイド（１）。
【請求項２０】
前記少なくとも一つの走行運搬具（７）は、少なくとも第１と第２の回転体（８、９）を
含んでおり、前記第１の回転体（８、９）は前記２つの支持部材（１０、１１）の一方上
を走行し、前記第２の回転体（８、９）は前記２つの支持部材（１０、１１）の他方上を
走行することを特徴とする請求項１から１９のいずれかに記載の延出ガイド（１）。
【請求項２１】
前記第１および第２の回転体（８、９）は異なる径（Ｄ１、Ｄ２）を有していることを特
徴とする請求項２０記載の延出ガイド（１）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、家具枠体に取り付けられる枠体レール、引出しに取り付けられる引出しレール
、および枠体レールと引出しレールとの間で可動に取り付けられる中央レールを含んだ引
出し用の延出ガイドに関する。
【背景技術】
【０００２】
　少なくとも一つの回転体を有する少なくとも一つの走行運搬具が、少なくとも中央レー
ルと引出しレールとの間に移動可能に取り付けられており、その少なくとも一つの回転体
は、中央レールの少なくとも一つの支持部材上を走行する。
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【０００３】
　そのような延出ガイドは従来技術に属し、例えばドイツ実用新案ＤＥ２０２００９００
３８８３Ｕ１にて解説されている。この場合には、中央レールはその断面が示すように、
２つの走行運搬具のボールベアリングがその上を走行する２つの支持部材を両側に有する
形状である。この場合には、支持部材の目的は、中央レールから走行運搬具が持ち上がっ
て外れるのを防止し、および/または支持部材のない延出ガイドの場合や、レールと、少
なくとも一つの走行運搬具との間の相対隙間によって通常に発生する傾き遊びを減少させ
ることである。
【０００４】
　中央レールは、したがって、２本の垂直脚部と、それら２本の垂直脚部を接続する水平
バーとを有するＵ型部材のものに通常見られる形状とは異なり、そこでは、特にそれら２
本の垂直脚部と水平バーとの間の折曲エッジが関与している。
【０００５】
　この点における欠点は、中央レール、よって延出ガイド全体の製造が、特殊な折り曲げ
工程を必要とするその特定の形態のため、標準形態のものと比較して、非常に複雑でコス
トがかかることである。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の目的は、前述の欠点を回避し、従来技術と比較して、より安価で単純構造の延
出ガイドの提供である。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　　この目的を達成するため、本発明は、少なくとも一つの支持部材が、中央レール上の
別体の構造ユニットとして配置された構造を提供する。
【０００８】
　本発明は特に、全ての一定の状況下でのみ、中央レールが走行運搬具が持ち上がって外
れるのを防止するために支持部材を有することを必要とさせることに基づいている。さら
に詳細には、持ち上がって外れるリスクが全く発生しないよう、引出しの重量は、通常は
比較的に均一に延出ガイドに分散される。これらの場合には、その少なくとも一つの支持
部材を容易に省略でき、よって材料を節約できる。しかしながら、例えば、他の引出し部
材と比べて非常に重い前方パネルを有し、よって非常に先端が重い引出しに延出ガイドを
使用する場合には、引出しを押し込んだ状態で、特に引出し前方が傾いて外出するのを防
止するため、その少なくとも一つの支持プロ部材が必要となる。
【０００９】
　本発明によるその少なくとも一つの支持部材は、別体の構造ユニットであるため、特に
、まれなケースの場合、中央レールをモジュール式に後付けすることも可能であり、この
点では、そのような後付けは延出ガイドの工場での製造において実行できるか、またはユ
ーザによって実行可能である。
【００１０】
　その少なくとも一つの支持部材上を走行するその少なくとも一つの回転体は走行部材、
ローラ、またはボールでよい。
【００１１】
　前述のように、引出しが押し込まれた状態で引出しの前方が傾いて外出するのを防止す
るため、好適には２つの方策を実行できる。一つの方策は、その少なくとも一つの走行運
搬具が、延出ガイドの使用位置においてその少なくとも一つの支持部材の下側で、その少
なくとも一つの回転体と係合させ、中央レールが持ち上がって外れるのを防止することで
ある。もう一つの方策は、少なくとも一本の接触脚部を引出しレール上に配置し、その引
出しレールが、延出ガイドの使用位置においてその少なくとも一つの走行運搬具に配置さ
れた少なくとも一つの回転体の下側で、その少なくとも一つの走行運搬具が持ち上がって
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外れるのを防止するように、その少なくとも一つの接触脚部と係合させることである。両
方の方策が実行された場合、引出しレールに固定された引出しは、延出ガイドによって、
（簡単に言えば）支持部材の下側で二重係合によって持ち上がって外れるのが防止される
。
【００１２】
　本発明の有利な実施態様では、その少なくとも一つの支持部材は、中央レールの長手方
向に少なくとも部分的に延びている。引出しが押し込まれた状態で引出し前方が傾いて外
出するのを防止するため、または本明細書の導入部分で解説した傾き遊びを減少させるた
めには、その少なくとも一つの支持部材が、中央レールの一部領域でのみ、数字で表せば
、２０％から６０％の間、好適には中央レールの３０％から４０％の間の一部領域におい
て長手方向に延びていれば十分である。２つの走行運搬具が、正確に中央レールと引出し
レールとの間で移動可能に取り付けられている場合、その少なくとも一つの支持部材は、
引出し後壁付近に配置された、中央レールの後方部分領域上でのみ、または第２の後方走
行運搬具が移動可能に取り付けられている中央レールのその部分領域上で長手方向に延び
る。
【００１３】
　従属請求項で定義されている本発明のさらなる詳細や有利な実施例は、図面に関連して
以降の詳細な説明でさらに詳細に解説されている。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１ａ】押し込まれた状態の２つの引出しを備えた引出しボックスの概略斜視図である
。
【図１ｂ】図１ａの引出しボックスの概略斜視図であり、上方の引出しは引き出された状
態であり、下方の引出しは押し込まれた状態である。
【図２ａ】押し込まれた状態の、本発明による延出ガイドの１好適実施例の概略斜視図で
ある。
【図２ｂ】共に押し込まれた状態の、本発明による延出ガイドの好適実施例の概略斜視図
である。
【図３】本発明による延出ガイドの好適実施例の概略分解図である。
【図４】本発明による延出ガイドの好適実施例の後方部分領域の概略断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　図１ａと図１ｂは、互いに上下に配置された２つの引出し２を備えた引出し家具２５の
概略斜視図である。２つの引出し２は、引出し家具２５の家具枠体３に、左右に配置され
た２つの延出ガイド１によってそれぞれ固定されており、これらの延出ガイド１によって
引出し家具２５に押し込み、および引き出すことができる。２つの引出し２は浅く、また
は、引出し後壁１２、２枚の引出し側壁２７および引出し底部２８を含む他の引出し部材
と比べて前方パネル２６が相対的に重いため、非常に先端が重い引出しである。上方の引
出し用の２つの延出ガイドは、下方の延出ガイドとは対照的に、本発明による支持部材１
０と１１を有しており、よって下方の引出しと比べて上方の引出しの場合には、引出しが
押し込まれた状態での引出し前方部２６の傾き外出が防止される。
【００１６】
　上方の引出しの２つの延出ガイド１の詳細については、以降で図２ａ、図２ｂ、図３お
よび図４との関連でさらに詳説する。特定の言い回しによる、いわゆる全延出状態はこれ
らの延出ガイド１で実施できる。すなわち引出し後壁は、引出しが引出された状態のとき
には、家具の前方面位置にくる。これは、ネジの受領のための穴部４９によって家具枠体
に固定できる枠体レール４、引出しに固定される引出しレール５、および枠体レール４と
引出しレール５との間で可動（移動可能）に支持される中央レール６の３本のレールを含
んだ延出ガイド１によって達成できる。図示された延出ガイド１の好適実施例では、引出
しレール５は３つのそれ自体は知られた特徴を有している。



(6) JP 6059245 B2 2017.1.11

10

20

30

40

50

【００１７】
　まず、制動され、バネ補助されている、バネの形態の力保存手段を含んだ引き込み装置
２９が引出しレール５に横方向に取り付けられており、このバネは、延出ガイド１が、枠
体レール４に固定されており、有角部３０の端面にあるピン３１によって引き出されたと
きにプレストレスされる。延出ガイド１を押したときの所与の位置から、そのピン３１は
、バネに固定されたスライダに係合し、バネに保存されたエネルギーが解放されて、延出
ガイド１をまだ通っていない残りの距離に渡って完全に引き込ませる。この運動を制動さ
れた状態で実行させるため、引き込み装置２９は力保存バネに対抗する制動装置を含んで
いる。引出しレール５の第２の特徴は、前方領域に配置された高さ調節装置３２であり、
これによって引出しの前方領域の高さを調節できる。第３の特徴は、引出しレール５に対
して引出しの位置を調節するための調節装置３３であり、この調節装置３３は引出しレー
ル５の後方領域に配置されている。これは、引出し後壁の対応する開口部内に突出する保
持突起部３４を含んでいる。調節装置３３は、同時に引出しの押し込み運動制限手段とし
ても作用する。
【００１８】
　図２ａ、図３および図４から理解できるように、中央レール６の断面はほぼＵ形状であ
り、延出ガイド１の使用位置では、このＵ形状部は２つの垂直脚部１４と１５、および水
平バー１６を含んでおり、水平バー１６は、２つの垂直脚部１４と１５を接続し、２つの
垂直脚部１４と１５のそれぞれには、別体の構造ユニットの形態であるそれぞれの支持部
材１０と１１が配置されている。２つの垂直脚部１４と１５の間の有角折り曲がり端部と
水平バー１６は、それぞれ９０°である角度αとβを含んでいる。２つの支持部材１０と
１１の断面はほぼＬ形状であり、Ｌ形状部の第１の肢部１７と１８は、２つの垂直脚部１
４と１５にそれぞれ当接し、Ｌ形状部の第２の肢部１９と２０は、垂直脚部１４と１５に
ほぼ垂直に配向している。支持部材１０と１１のさらなる特徴は以下の通りである。
【００１９】
　それらは中央レール６の水平中央面Ｍの上方に配置されており、その面は延出ガイド１
の使用位置で概念的なもの（notional）である。
　それらは中央レール６の長手方向Ｌで後方部分領域Ｔの約３５％に渡って延出する。
　それらは完全に金属製である。
　それらは中央レール６に溶接されている。
　それらは一体的形態である。
【００２０】
　２つの走行運搬具７と３５は、中央レール６と引出しレール５との間で移動可能に支持
されており、支持部材１０と１１は、後方走行運搬具７が移動可能に支持されている中央
レール６の部分領域Ｔのみで延びている。後方走行運搬具７は、走行運搬具ケージ３９に
回転可能に横方向に取り付けられており、中央レール６の２つの支持部材１０と１１上を
走行する２つの支持ローラ８と９を有している。さらに正確には、延出ガイド１の使用位
置では、それらは、中央レール６から持ち上がって外れるのを防止するよう、支持部材１
０と１１の下側で係合する。すなわちそれらは、支持部材１０と１１のＬ形状部の２つの
肢部１９と２０の下方に配向した側面２１と２２で走行する。これら２つの支持ローラ８
と９の、中央レール６の長手方向Ｌでの運動は、一方側では支持部材１０と１１に配置さ
れた迫出部１３によって、他方側では中央レール６に配置された迫出部５０によって制限
されている。２つの支持ローラ８と９に加えて、別回転体３６、３７および３８が、走行
運搬具７の走行運搬具ケージ３９に回転可能に配置されており、別回転体によって走行運
搬具７は中央レール６の２つの垂直肢部１４と１５および水平バー１６上を、引出しレー
ル５の下側に接して走行する。前方走行運搬具３５は原理的に後方走行運搬具７とまった
く同一構造であり、違いは、中央レール６から持ち上がって外れることを防止する支持ロ
ーラを有していないことである。２つの走行運搬具４６と４８は、中央レール６と枠体レ
ール４との間でも移動可能に支持されており、これらの走行運搬具４６と４８は、連結装
置４７によって連結されている。本発明による延出ガイド１の好適実施例を示す図３に図
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示するように、これには、それ自体は従来技術で知られており、引出しレール５に固定さ
れたラック４４、中央レール６に固定された歯車４５、および中央レール６と枠体レール
４との間で移動可能に支持された走行運搬具４６と４８に配置されたラックを含んでおり
、中央レール６に対する引出しレール５の運動と、中央レール６と枠体レール４との間に
配置された走行運搬具４６と４８に対する中央レール６の運動との同期化を提供する同期
装置が関与する。
【００２１】
　本発明による延出ガイド１の好適実施例を示す図４の断面図が図示するように、浅く折
り曲げられた接触脚部２３と２４が引出しレール５の右と左にそれぞれ配置されており、
これら２つの接触脚部２３と２４は、中央レール６の概念上の水平中央面Ｍと平行に配向
されている。これら２本の接触脚部２３と２４で、引出しレール５は、後方走行運搬具７
の支持ローラ８と９の下側でそれぞれ係合し、よって走行運搬具７から引出しレール５が
持ち上がって外れるのを防止し、走行運搬具７は、実際には、２つの支持ローラ８と９に
よって、支持部材１０と１１の下側での係合によって、中央レール６から持ち上がって外
れることを防止するように作用する。後方走行運搬具７の２つの横方向支持ローラ８と９
は異なる径Ｄ１とＤ２を有しており、これらは異なる高さで走行運搬具７に回転可能に取
り付けられており、さらに２つの支持部材１０と１１は、中央レール６の２つの垂直脚部
１４と１５に非対称的に配置されている。
【００２２】
　本発明が図示の実施例による特定の言い回しで解説されていようとも、本出願の主題は
これらの実施例に限定されないことは理解されよう。本発明の概念を実施するための方策
や改変は、明らかに想定可能であり、望まれる。例えば、支持部材の断面は、Ｌ形状では
なく、例えば少なくとも領域的に環状および/または楕円形、または直角三角形の概略形
状などの異なる形状であってもよい。支持部材は、金属（のみ）ではなく、プラスチック
またはその他の材料を（併せて）含むことができる。さらに、前述の溶接による取り付け
の他に、支持部材の中央レールへの固定には、例えば鋲留め。ネジ留めまたははんだ付け
などの多くの異なる方法が存在する。
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